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保護用ヒューズ（外部）

有接点リレー

電源電圧
DC 12～24V（無極性）
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ラインライト
LLAシリーズ

視覚へダイレクトに警告する床面照射ライト

・光度 1,000cd
・均一照射

・防水防塵 IP65
・耐振動性 45m/s2

高い視認性 耐環境性能

仕　様

照射イメージと照射範囲 (単位：mm)

モデルコード

外観図・配線図（単位：mm）

カタログ番号 S-BF07A 2610(DPS)

（                  ）土・日・祝日・当社
休業日を除く

三田工場は、国際標準化機構が定め
るISO14001（環境マネジメントシステムに関
する規格）の認証を取得しています。

大阪本社 〒541-0056 大阪市中央区久太郎町4‒1‒3
東京本社 〒141-0032 東京都品川区大崎1‒6 ‒ 1

安全に関する

ご注意
正しく安全にお使いいただくため、
ご使用の前に必ず「取扱説明書」をよく
お読みのうえ、正しくご使用ください。

〔受付〕 平日9:00～17:00〔受付〕 平日9:00～17:00

：口窓談相理修・術技
ご注文・価格・納期等は販売店または
受注センターにお問い合わせください

(無料)0120-497-09003-6856-7667
価格・納期・商品選定について
受注センター TEL FAX

（休日12:00～12:45 土・日・祝日・当社休業日を除く）

●カタログに記載の寸法、仕様及び価格などは予告なく変更する場合もございますので、最新の情報については必ず仕様書等でご確認ください。●配線図中の配線コード、ヒューズ、ネジなどは特に記載のあるもの以外、付属しておりません。●カタログ
に記載の性能表記は、設置条件により満たされない場合があります。●製品の色調は印刷のため、実際の色と異なって見える場合があります。●価格には消費税、取付工事費等は含まれておりません。●PATLITE、パトライト及び製品名は、株式会社
パトライトの登録商標または商標です。※記載の会社及び製品名は、各社の登録商標または商標です。

DC 12V DC 24V

最大11.4W 最大10.7W

環境条件

使用周囲湿度

取付場所

取付方向

保護等級

価格（税抜き）

型式

定格電圧

定格消費電力

発光色

使用周囲温度

90%RH以下、結露なきこと

屋内

正、横、逆方向

IP65(IEC 60529) *ケーブル先端部は除く

正方向

29,250円

LLA-M1TJNNW-R

DC 12-24V

赤

-20℃～+50℃

背面図

(75.5)

ベース

正面図
150

95

55

カバー レンズ面

銘板
取付金具

側面図

50
22

20

キャブタイヤケーブル

(1,500)

ケーブルグランド

79.1

27
(50)
(8)

取付金具外形

取付穴（φ6.5）3ヶ所
24

■ 取付寸法図

市販のボルト1本を
使用する場合は中央
の取付穴を使用して
ください。

※

LLA-M1 TJ NN W-R
定格電圧
M1: DC12-24V

接続方法
TJ: ケーブル接続

カバー色
W: ホワイト

発光色
R: 赤色

約1,500約1,500

約170約170

取付角度45°での照射時（at 1m) 

1,0001,000
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Before After

ライトカーテンとの連動

協働ロボット

赤いラインで危険とルールを見える化

搬入搬出口

加工設備

AGV・AMR

部品置き場

使用事例

製造現場の変化

安全エリアを「物理的に区切る」から「光で見える化する」へ。
設備や動線の変化に合わせて、製造現場の区画づくりにも柔軟性が求められています。

長時間照射を実現する
独自の放熱構造

つなぎ目のない
フラットサーフェースデザイン

現場の安全と生産性、その先の働きやすさへ

安全性向上

AGV・AMR等の走行ルートをはじめ、
生産設備や物流エリアの危険箇所・立入注意エリアを赤いラインで
見える化できます。直感的な注意喚起により、接触事故やヒヤリハッ
トの削減に貢献します。

一目で伝わる、安全ライン

生産性向上

区画表示・動線管理を光でスマートに
目に見えないセンサの検知エリアを見える化することで、
作業者の生産設備への不要な接近による無駄な減速・停
止を防ぎ、稼働率を向上させます。

製造現場を考慮したデザイン

光による危険エリア表示で、作業者が安心して働ける職場環境づくりをサポートし、
誰でもわかる表示で5S活動の推進や作業ルールの定着にも役立ちます。

Well-beingに貢献

※点灯中・消灯直後はベース部に触れず、背面の放熱空間を確保してください。


